
☆令和 6 年 4 月 27 日（土）：

    「アートシーン」第 9 回  

～【年賀状のイラスト】青木 千恵（あおき ちえ）さんをご紹介いたします～

娘・千恵は絵の教室に通ったことはありません。就学前だと保育園の指導の範囲、学校では授

業（図工・美術以外でも・・・）、後は学童保育所で指導員さんやお友達にアドバイスしてもら

った程度です。趣味として絵を描いていたのは支援学校高等部卒業まででしょうか。

ただ、年賀状のイラストは、頼み込むと描いてくれます。その中から、過去３度の辰年イラス

トをお目にかけましょう。

2000 年はポケモンのミニリュウ、2012 年は特に見本無し（保育園時代にハマっていたダ

イレンジャーのメカに似てるかも）線画のみ、今年（2024 年）もぶっつけ本番で描きました

が 12 年前と同じポーズを保っているのが驚き、これはカラーです。

【2000 年】          【2012 年】

  
【2024 年】

１／２



着色に使った水彩色鉛筆は、私の学校に建築科があり友人からどういうものか聞いていたの

が役に立ちました。水彩色鉛筆はお値段高めで買える店も限られますが、場所を取らず長持ち

し、片付けも比較的簡単、親孝行な画材です。

そういえば、絵は描かなくなりましたが、料理でたまに絵の才能が表れる時があるような気

がします。最近の一番美味しそうなチラシ寿司の写真も見てやって下さい（味は食材のおかげ

です）

  

「好きこそものの上手なれ」でやってきた子なので、「これからもマイペースで好きなように

作っていけばいいのかな」と母は思います。

（文責：四日市ブロック 青木）
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